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◎漣天使のうたごえ蓼

IGn6R　SAnGGRKnABCI2B3鱒Φ

kアウガルテン宮殿』

5月15日（日〉搬開演　5月17旨（火）殿開演5月18日㈱殿開演

上越文化会館　　　長岡市立劇場　　　新潟県民会館
　　　●入場料（全席指定）　　S．￥3，000A．￥2，800B．￥2，500
　　　　　　　　　●各市プレイガイドにて好評発売中
　　　　　　　　　●お間い合わせ先：N　S　T事業部TEL（0252）45－8181
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町村別得票と投票率
山岸石松 高橋十一 投票者数 投票率

大　島　村 123票 2，342票 2，497人 90．08％

松　代　町 450 3，481 3，982 80．40

浦川原村 254 2，598 2，916 79．91

安　塚　町 244 3，044 3，354 79．72

松之山町 699 2，138 2，875 78．04

牧　　村 241 2，250 2，557 76．42

合　　計 2，011 15，853 18，181 80．41

町の投票成績
投　票　区 有権者数 投票者数 投票率

1 第11（東　山） 28人 26人 92．86％

2 第5（上川手） 182 153 84．07

3 第7（中　尾） 130 107 82．31

4 第1（松之山） 693 570 82．25

5 第10（坪野） 129 104 80．62

6 第12（黒倉） 108 86 79．63

7 第4（下川手） 142 113 79．58

8 第2（三省） 251 199 79．28

9 第9（上蝦池） 98 77 78．57

10 第8（東　川） 254 197 77．56

11 第13（浦　田） 558 429 76．88

12 第3（大荒戸） 101 77 76．24

13 第14（中立山） 166 126 75．90

14 第6（松　里） 844 611 72．39

計 3，684 2，875 78．04
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昭　和　58年度 昭　和59年度 昭和60年度
消　　　　防

　1，160万円
防火水槽・4基
小型動力ポンプ・2台

　1，160万円
防火水槽・4基
小型動力ポンプ・2台

　1，160万円
防火水槽・4基
小型動力ポンプ・2台

道　　　　路

3億3，494万円

町道改良・7路線2，391m
町道舗装・4路線2，426m
橋梁架換・1カ所15．6m

ロータリー除雪車・1台

2億2，725万円

町道改良・3路線1，072m
町道舗装・10路線4，487m

除雪ドーザー・1台

1億9，920万円

町道改良・3路線1，900m
町道舗装・7路線3，392m

農　　　　業

基　　　　盤

整　　　　備

3億6，350万円

ホ場整備・5カ所17．2ha

農道整備（湯之島〉　202m

農免農道（藤倉～中尾）

用水路（松里）

3億5，966万円

ホ場整備・5ヵ所21．3ha

農道整備・2路線700m
用水路整備（狐塚、松里）

農免農道（藤倉～中尾）

3億6，516万円

ホ場整備、4ヵ所10ha
農道整備（豊田）　1，200m

農免農道（中尾、橋詰）1，100m

用水路整備（狐塚、天水越、池

田、松里、松之木地区）6，300m
集会施設（新田）

林　　　　道
　4，191万円
林道改良・2路線　　810m

林道舗装・3路線1，350m

　3，775万円
林道改良（中原・大厳寺線）

林道舗装・2路線850m

　1，050万円
林道舗装・1路線350m

山　　　　村

林　　　　構

　2，614万円
林構作業道（亀石線）　820m

野外運動場（大厳寺）

造林保育・3ヵ所74．1ha

楮加工施設。山菜、薬草栽培造
成

　5，923万円
林構作業道・3路線1，020m

集会用建物（天水越）223㎡
造林保育・3カ所80．6ha
薬草植栽。山菜栽培地造成。

1億2，040万円

林構作業道・2路線870m
休養休憩施設・1棟472．6㎡
造林保育・3ヵ所77ha

作業用建物・1棟180㎡
山菜、薬草植栽保育・2．67ha

集　　　　会

施　　　　設
　1，054万円
集会施設（西之前）　88．45㎡

　1，500万円
集会施設（上蝦池）　125㎡

　2，544万円
集会施設（上川手）　180㎡

スキー場
2億0，000万円
リフト・2基。電気、放送ξ救

護設備。ゲレンデ造成。

1億4，200万円

スキーハウス。ゲレンデ整備

圧雪車・1台

　3，500万円
スキー場の駐車場舗装

教　　　　育

　2，752万円
へき地教員宿舎（木造2階建6

棟360㎡）

2億2，186万円
松之山小学校改築（統合校舎、

鉄筋コンクリート3階建）

スクールバス（浦田小）1台

観　　　　光

　2，150万円
鏡ケ池整備（道路新設舗装・駐
車場）

兎口温泉改修（チュービングパ

イプ引き上げ）

　　200万円
観光の調査設計

患者輸送車 　　400万円
患者輸送車（29人乗り1台）
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町村別得票と投票率
山岸石松 高橋十一 投票者数 投票率

大　島　村 123票 2，342票 2，497人 90．08％

松　代　町 450 3，481 3，982 80．40

浦川原村 254 2，598 2，916 79．91

安　塚　町 244 3，044 3，354 79．72

松之山町 699 2，138 2，875 78．04

牧　　村 241 2，250 2，557 76．42

合　　計 2，011 15，853 18，181 80．41

町の投票成績
投　票　区 有権者数 投票者数 投票率

1 第11（東　山） 28人 26人 92．86％

2 第5（上川手） 182 153 84．07

3 第7（中　尾） 130 107 82．31

4 第1（松之山） 693 570 82．25

5 第10（坪野） 129 104 80．62

6 第12（黒倉） 108 86 79．63

7 第4（下川手） 142 113 79．58

8 第2（三省） 251 199 79．28

9 第9（上蝦池） 98 77 78．57

10 第8（東　川） 254 197 77．56

11 第13（浦　田） 558 429 76．88

12 第3（大荒戸） 101 77 76．24

13 第14（中立山） 166 126 75．90

14 第6（松　里） 844 611 72．39

計 3，684 2，875 78．04

　
統
一
地
方
選
挙
の
県
議

挙
が
四
月
十
日
行
な
わ
れ

の
新
ら
し
い
県
議
が
誕
生

　
東
頸
城
で
は
高
橋
十
一

し
、
六
期
当
選
を
果
た
し

　
町
で
は
十
四
投
票
所
で

票
が
行
な
わ
れ
二
、
八
七

票
、
率
で
は
七
八
・
〇
四

　
出
稼
ぎ
期
間
中
の
選
挙

在
者
投
票
は
一
七
〇
人
あ

年
の
知
事
選
挙
に
比
べ
率

統

一
地
方
選
・
県
議
会
議
員
選
挙

町
の
投
票
総
数
二
、
八
七
五
票
、
投
票
率
七
八
・
〇
四
％

会
議
員
選
　
　
％
、
投
票
数
で
三
七
九
票
減
少
し
三
　
　
　
投
票
率
　
　
男
　
七
一
・
四
四
％

六
十
五
名
　
　
千
票
の
大
台
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
女
　
八
四
・
O
O
％

し
た
。
　
　
　
　
第
十
一
投
票
区
（
東
山
）
で
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
七
八
・
〇
四
％

氏
が
圧
勝
　
　
女
子
十
四
人
全
員
が
投
票
し
九
二
．
　
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
▽
君
の
投
票
内
訳

た
。
　
　
　
　
八
六
％
の
好
成
績
と
な
り
　
投
票
所

一
斉
に
投
　
　
別
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
投
票
総
数
　
　
一
八
、
一
八
一
票

五
人
が
投
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
効
投
票
数
　
一
七
、
八
六
四
票

　
　
　
　
。
　
▽
町
の
投
票
内
訳

％
だ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
効
投
票
数
　
　
　
　
三
一
七
票

の
た
め
不
　
　
　
投
票
総
数
　
　
　
二
、
八
七
五
票
　
　
　
投
票
率
　
　
男
　
七
六
・
八
一
％

っ
た
が
昨
　
　
　
有
効
投
票
数
　
　
二
、
八
三
七
票
　
　
　
　
　
　
　
　
女
　
八
三
・
七
八
％

で
八
・
三
　
　
　
無
効
投
票
数
　
　
　
　
　
三
八
票
　
　
　
　
　
　
　
　
計
　
八
○
・
四
一
％
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昭箱53年度を60年度

　
　
　
来
年
は

　
　
　
　
ス
キ
ー
ハ
ウ
ス
計
画

　
　
　
　
　
町
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
を
基

　
　
　
　
準
年
度
と
し
、
六
十
年
度
を
目
標
と

定　　　
　
す
る
「
総
合
計
画
」
に
基
づ
い
て
行

　
　
　
　
政
を
進
め
て
い
ま
す
。

策　　　
　
　
こ
の
た
び
そ
こ
に
う
た
わ
れ
た
基

　
　
　
　
本
構
想
を
踏
ま
え
、
五
十
八
～
六
十

　
　
　
　
年
度
三
力
年
実
施
計
画
を
策
定
し
ま

を
　
　
　
　
し
た
。
そ
、
の
中
身
は
下
表
の
通
り
で

　
　
　
　
す
が
、
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
建
設

画
　
　
　
　
松
之
山
小
学
校
改
築
、
町
道
改
良
舗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
が
き
　
　

十
業
に
掲
げ
ら
れ
て
い
享
．
、

畜
ロ
こ
の
実
施
計
画
は
昨
年
夏
以
来

合
紺
雛
誰
離
儲

愚　　
　
　
げ
た
も
の
で
す
の

糸
さ
ら
に
、
昨
年
七
月
、
各
部
落
総

の
　
　
　
　
代
の
手
を
わ
ず
ら
わ
し
て
行
っ
た
「
意

　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
も
ヤ
　
　
に
い
た
し

町
難
灘
讐
難
総

　
　
　
　
誘
致
⑥
児
童
遊
園
地
⑦
簡
易
水
道
i

　
　
　
　
な
ど
、
実
に
百
三
十
八
項
目
に
も
の

　
　
　
　
ぽ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
建
設
的
な
こ
れ
ら
要
望
を
一
挙
に

　
　
　
　
計
画
に
盛
る
こ
と
は
困
難
の
状
況
に

　
　
　
　
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
行
政
運
営
に

　
　
　
　
生
か
す
べ
く
努
力
を
積
み
重
ね
ま
す
。

　
　
　
　
ご
了
承
願
い
ま
す
。

昭　和　58年度 昭　和59年度 昭和60年度
消　　　　防

　1，160万円
防火水槽・4基
小型動力ポンプ・2台

　1，160万円
防火水槽・4基
小型動力ポンプ・2台

　1，160万円
防火水槽・4基
小型動力ポンプ・2台

道　　　　路

3億3，494万円

町道改良・7路線2，391m
町道舗装・4路線2，426m
橋梁架換・1カ所15．6m

ロータリー除雪車・1台

2億2，725万円

町道改良・3路線1，072m
町道舗装・10路線4，487m

除雪ドーザー・1台

1億9，920万円

町道改良・3路線1，900m
町道舗装・7路線3，392m

農　　　　業

基　　　　盤

整　　　　備

3億6，350万円

ホ場整備・5カ所17．2ha

農道整備（湯之島〉　202m

農免農道（藤倉～中尾）

用水路（松里）

3億5，966万円

ホ場整備・5ヵ所21．3ha

農道整備・2路線700m
用水路整備（狐塚、松里）

農免農道（藤倉～中尾）

3億6，516万円

ホ場整備、4ヵ所10ha
農道整備（豊田）　1，200m

農免農道（中尾、橋詰）1，100m

用水路整備（狐塚、天水越、池

田、松里、松之木地区）6，300m
集会施設（新田）

林　　　　道
　4，191万円
林道改良・2路線　　810m

林道舗装・3路線1，350m

　3，775万円
林道改良（中原・大厳寺線）

林道舗装・2路線850m

　1，050万円
林道舗装・1路線350m

山　　　　村

林　　　　構

　2，614万円
林構作業道（亀石線）　820m

野外運動場（大厳寺）

造林保育・3ヵ所74．1ha

楮加工施設。山菜、薬草栽培造
成

　5，923万円
林構作業道・3路線1，020m

集会用建物（天水越）223㎡
造林保育・3カ所80．6ha
薬草植栽。山菜栽培地造成。

1億2，040万円

林構作業道・2路線870m
休養休憩施設・1棟472．6㎡
造林保育・3ヵ所77ha

作業用建物・1棟180㎡
山菜、薬草植栽保育・2．67ha

集　　　　会

施　　　　設
　1，054万円
集会施設（西之前）　88．45㎡

　1，500万円
集会施設（上蝦池）　125㎡

　2，544万円
集会施設（上川手）　180㎡

スキー場
2億0，000万円
リフト・2基。電気、放送ξ救

護設備。ゲレンデ造成。

1億4，200万円

スキーハウス。ゲレンデ整備

圧雪車・1台

　3，500万円
スキー場の駐車場舗装

教　　　　育

　2，752万円
へき地教員宿舎（木造2階建6

棟360㎡）

2億2，186万円
松之山小学校改築（統合校舎、

鉄筋コンクリート3階建）

スクールバス（浦田小）1台

観　　　　光

　2，150万円
鏡ケ池整備（道路新設舗装・駐
車場）

兎口温泉改修（チュービングパ

イプ引き上げ）

　　200万円
観光の調査設計

患者輸送車 　　400万円
患者輸送車（29人乗り1台）

1
寸
霧
i
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銅制定

昭
和
五
十
七
年
度

　
昭
和
五
十
八
年
第
二
回
町
議
会
臨

時
会
が
三
月
二
十
八
日
開
か
れ
ま
し

た
。　
三
月
い
っ
ぱ
い
で
中
立
山
地
区
と

　
　
　
区
の
鐡
謙
路
線
が
廃
止
き
れ
蝋

1
鴇
o
り
ー

一
般
会
計

六
、
七
三
七
万
五
千
円
減
額

の
扶
助
費
や
工
事
請
負
費
な
ど
不
要

の
た
め
）
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
る
里
の

森
事
業
基
金
に
一
、
五
〇
〇
万
円
積

立
さ
れ
、
大
厳
寺
高
原
に
ブ
ロ
ン
ズ

像
一
基
を
購
入
す
る
た
め
六
〇
〇
万

円
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

［
鱗
謝
ぼ

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
六
回
）

〇
六
、
七
三
七
万
五
千
円
減
額
し
総

　
額
予
算
を
二
二
億
四
、
八
二
七
万

　
七
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
五
回
）

○
事
業
勘
定
予
算
、
八
七
五
万
二
千

　
円
減
額
し
、
三
億
八
、
○
〇
三
万

　
一
千
円
と
定
め
る
。

o
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定
予
算
、

　
八
○
○
万
円
追
加
し
、
二
億
一
、

　
四
九
六
万
三
千
円
と
定
め
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
簡
易

　
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
三
回
）

〇
九
二
万
九
千
円
を
追
加
し
、
五
、

　
二
九
〇
万
五
千
円
と
す
る
。

▽
松
之
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
一
部
改
正
。

○
国
保
運
営
協
議
会
の
委
員
の
定
数

を
一
名
ず
つ
減

ω
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
四

　　　事項別補正額▲二減額

歳入　　　千司
　町　　　税　　　　　　4，100

　地方交付税　　　　　　　15，304

　分担金及び負担金　　　▲28，107

　使用料及び手数料　　　▲　　36

　国庫支出金　　　　　　▲●2，288

　県支出金　　　　　　　▲36，460

　財産収入　　　　　　　▲　　106

　繰入金　　　　　　　　▲20，000

　諸収入　　　　　　　　　　14，118

　町債　▲13，900
合計　▲67，375

　
　
人
を
三
人
に
。

　
⑭
保
険
医
又
は
薬
剤
師
を
代
表
す

　
　
る
委
員
四
人
を
三
人
に
。

　
㈹
公
益
を
代
表
す
る
委
員
四
人
を

　
　
三
人
に
改
め
る
。

▽
町
営
バ
ス
の
設
置
及
び
管
理
に
関

　
す
る
条
例
の
制
定
。

○
町
営
バ
ス
を
設
置

ω
中
立
山
地
域

　
　
浦
田
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

⑭
東
川
地
域

　
　
松
之
山
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

○
使
用
料

中
立
山
～
豊
田
　
　
一
五
〇
円

　
田
麦
立
入
口
～
豊
田
一
三
〇
円

花
立
～
豊
田
　
　
　
一
一
〇
円

坂
中
～
豊
田
　
　
　
一
〇
〇
円

藤
倉
～
東
川
　
　
　
一
一
〇
円

中
尾
入
口
～
東
川
　
一
〇
〇
円

た
だ
し
、
子
供
（
小
学
生
以
下
）

身
体
障
害
者
は
半
額
。

　　　246

　2，398

▲9，092

▲1，780

▲1，620

▲51，103

　6，015

▲12，694

▲2，900

▲2，302

▲18，602

　24，059

▲67，375

　
費
費
費
費

出
会
務
生
生

　
議
総
民
衛

歳

　
費
費
業
費
費
費
費
費
費

　
産
　
　
　
　
　
　
　
旧

働
水
工
木
防
育
復
備

　
林
　
　
　
　
　
　
害

労
農
商
土
消
教
災
予

計合
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日
　
28月
　
町
道
改
良

　
4

　
昭
和
五
十
八
年
第
三
回
町
議
会
臨

時
会
が
四
月
二
十
八
日
開
か
れ
ま
し
た
。

　
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
町

道
松
口
松
之
山
線
の
光
間
地
内
六
三

八
メ
ー
ト
ル
の
改
良
工
事
を
四
千
四

（
光
間
）
四
、

百
万
円
で
高
橋
組
が
請
負
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
町
税
条
例
の
一
部
改
正
で
、
町
民

税
お
よ
び
固
定
資
産
税
の
全
納
報
奨

金
（
税
額
の
百
分
の
一
）
制
度
が
廃 四
〇
〇
万
円
で
契
約

止
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
七
回
）
で
歳
入
の
町
税
、

地
方
譲
与
税
、
自
動
車
取
得
税
交
付

金
が
増
え
、
繰
入
金
二
千
万
円
減
額
。

歳
出
の
予
備
費
を
三
二
六
万
円
、
総

務
費
二
二
五
万
九
千
円
、
衛
生
費
一

二
万
六
千
円
追
加
し
ま
し
た
。

　
国
保
の
補
正
予
算
で
は
、
歳
入
で

国
保
税
お
よ
び
国
庫
、
県
支
出
金
が

二
一
二
万
五
千
円
増
額
さ
れ
、
歳
出

の
予
備
費
に
こ
の
二
一
二
万
五
千
円

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

［
嶺
綴
牲

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
七
回
）

〇
一
、
二
三
〇
万
六
千
円
減
額
し
予

　
算
総
額
二
二
億
三
、
五
九
七
万
一

　
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
六
回
）

〇
二
一
二
万
五
千
円
追
加
し
、
総
額

　
三
億
八
、
一
二
五
万
六
千
円
と
定

　
め
る
。

▽
松
之
山
町
税
条
例
の
一
部
改
正
。

○
法
人
税
の
引
き
上
げ
（
年
額
）

　
資
本
金
五
〇
億
以
上
、
八
○
万
円

　
を
一
二
〇
万
円
に
。

　
一
〇
億
～
五
〇
億
、
四
〇
万
円
を

　
七
〇
万
円
に
。

　
一
億
～
一
〇
億
、
八
万
円
を
十
六

　
万
円
に
。

　
一
千
万
～
一
億
、
二
万
四
千
円
を

六
万
円
に
。

　
一
千
万
円
以
下
、
四
万
八
千
円
に
。

　
そ
の
他
の
法
人
、
八
千
円
を
一
万

六
千
円
に
。

▽
松
之
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
改
正
。

○
国
保
税
の
最
高
限
度
額
を
一
万
円

　
ア
ッ
プ
し
て
、
年
額
二
八
万
円
と

　
す
る
。

▽
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

　
規
約
の
一
部
を
改
正
。

○
阿
賀
野
川
右
岸
水
防
事
務
組
合

（
豊
栄
市
）
を
削
る

▽
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償
組
合
規

約
の
一
部
改
正
。

○
加
治
川
水
防
事
務
組
合
の
水
防
を

　
行
う
市
町
村
の
区
域
中
、
阿
賀
野

　
川
右
岸
水
防
事
務
組
合
を
削
る
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
。

（
三
千
万
円
以
上
の
工
事
は
議
会
の

　
議
決
を
求
め
る
）

○
町
道
松
口
松
之
山
線
（
光
間
）

　
改
良
工
事
　
　
　
　
　
六
三
八
m

　
請
負
額
　
　
　
四
、
四
〇
〇
万
円

　
請
負
者
　
　
株
式
会
社
　
高
橋
組

入札結果

4月26目

▽
建
第
一
号
・
道
路
改
良
二
八
O
m

　
藤
原
・
松
之
山
線
（
黒
倉
）

　
高
橋
組
　
　
　
一
、
六
〇
〇
万
円

▽
建
第
二
号
・
道
路
改
良
三
二
〇
m

　
松
代
・
松
之
山
線
（
松
口
）

　
高
橋
組
　
　
　
二
、
四
〇
〇
万
円

▽
建
第
三
号
・
道
路
改
良
六
三
八
m

　
松
口
・
松
之
山
線
（
光
間
）

高
橋
組
　
　
　
四
、
四
〇
〇
万
円

▽
建
第
四
号
・
道
路
改
良
三
九
四
m

　
西
之
前
・
北
浦
田
線
（
北
浦
田
）

　
飯
塚
建
設
　
　
二
、
五
七
〇
万
円

▽
振
第
一
号
・
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー

　
場
・
ゲ
レ
ン
デ
造
成
（
天
水
島
）

　
高
橋
組
　
　
　
二
、
二
三
〇
万
円

▽
産
第
一
号
・
地
す
べ
り
関
連
ホ
場

整
備
（
藤
倉
）
　
　
　
二
一
二
a

高
橋
組
　
　
　
　
　
二
八
五
万
円

▽
産
第
二
号
・
地
す
べ
り
関
連
ホ
場

　
整
備
（
天
水
越
）
　
　
一
七
二
a

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
五
四
〇
万
円

▽
産
第
三
号
・
農
村
基
盤
総
合
整
備

　
（
湯
之
島
）
法
止
工
七
基

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
二
一
〇
万
円

萎
奮
藤
鷲
識

　
坤
蒋
1
月
鎚
調
叢
潔
．

鋤
月
膿
菱
会
講
撃
繋
聾
を
餐
鳶
．

霧
い
を
蓬
熱
．
裾
勢
濠

等
に
つ
い
て
、
そ
露
容
磯
叡
う
糞

し
詳
し
く
智
奮
携
董
鷺

り
ま
し
た
。

　
講
頗
先
生
と
も
欝
含
せ
⑳
緯
果
鐵

今
回
の
英
会
話
教
窒
礒
簾
欝
要
領
響

て
開
設
す
る
予
定
で
す
澄

　
　
　
謁

一
、
開
設
期
聞
義
月
下
旬
～
十
月

一
、
開
設
回
数
　
月
二
回
、
計
十
回

を
予
定

一
、
時
間
　
午
後
八
時
～
九
時
半

一
、
会
場
　
松
之
山
町
公
民
館

一
、
内
容
　
主
と
し
て
一
般
社
会
人

を
対
象
と
し
て
、
中
学
校
段
階
の
英

語
を
用
い
た
基
礎
的
な
学
習

一
、
講
舗
　
佐
藤
徳
一
（
浦
田
中
学

校
教
頭
先
生
）

一
、
会
費
　
十
回
ニ
ニ
○
○
○
円

（
テ
キ
ス
ト
・
謝
礼
・
消
耗
品
等
に

充
当
い
旋
し
ま
す
）

一
、
定
員
嘩
二
十
五
名
、
定
員
に
な

り
次
第
〆
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

一
、
申
込
み
、
五
月
二
十
日
ま
で
に

町
公
民
館
へ
　
鱈
話
二
二
六
五

な
お
、
前
回
チ
ラ
シ
に
て
申
込
ま
れ

た
方
々
に
は
闘
催
日
等
追
っ
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
．
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庶爆〆㈱
　
㌔

・榊く

銅制定

昭
和
五
十
七
年
度

　
昭
和
五
十
八
年
第
二
回
町
議
会
臨

時
会
が
三
月
二
十
八
日
開
か
れ
ま
し

た
。　
三
月
い
っ
ぱ
い
で
中
立
山
地
区
と

　
　
　
区
の
鐡
謙
路
線
が
廃
止
き
れ
蝋

1
鴇
o
り
ー

一
般
会
計

六
、
七
三
七
万
五
千
円
減
額

の
扶
助
費
や
工
事
請
負
費
な
ど
不
要

の
た
め
）
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
る
里
の

森
事
業
基
金
に
一
、
五
〇
〇
万
円
積

立
さ
れ
、
大
厳
寺
高
原
に
ブ
ロ
ン
ズ

像
一
基
を
購
入
す
る
た
め
六
〇
〇
万

円
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

［
鱗
謝
ぼ

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
六
回
）

〇
六
、
七
三
七
万
五
千
円
減
額
し
総

　
額
予
算
を
二
二
億
四
、
八
二
七
万

　
七
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
五
回
）

○
事
業
勘
定
予
算
、
八
七
五
万
二
千

　
円
減
額
し
、
三
億
八
、
○
〇
三
万

　
一
千
円
と
定
め
る
。

o
直
診
松
之
山
診
療
所
勘
定
予
算
、

　
八
○
○
万
円
追
加
し
、
二
億
一
、

　
四
九
六
万
三
千
円
と
定
め
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
簡
易

　
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
三
回
）

〇
九
二
万
九
千
円
を
追
加
し
、
五
、

　
二
九
〇
万
五
千
円
と
す
る
。

▽
松
之
山
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
一
部
改
正
。

○
国
保
運
営
協
議
会
の
委
員
の
定
数

を
一
名
ず
つ
減

ω
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
四

　　　事項別補正額▲二減額

歳入　　　千司
　町　　　税　　　　　　4，100

　地方交付税　　　　　　　15，304

　分担金及び負担金　　　▲28，107

　使用料及び手数料　　　▲　　36

　国庫支出金　　　　　　▲●2，288

　県支出金　　　　　　　▲36，460

　財産収入　　　　　　　▲　　106

　繰入金　　　　　　　　▲20，000

　諸収入　　　　　　　　　　14，118

　町債　▲13，900
合計　▲67，375

　
　
人
を
三
人
に
。

　
⑭
保
険
医
又
は
薬
剤
師
を
代
表
す

　
　
る
委
員
四
人
を
三
人
に
。

　
㈹
公
益
を
代
表
す
る
委
員
四
人
を

　
　
三
人
に
改
め
る
。

▽
町
営
バ
ス
の
設
置
及
び
管
理
に
関

　
す
る
条
例
の
制
定
。

○
町
営
バ
ス
を
設
置

ω
中
立
山
地
域

　
　
浦
田
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

⑭
東
川
地
域

　
　
松
之
山
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス

○
使
用
料

中
立
山
～
豊
田
　
　
一
五
〇
円

　
田
麦
立
入
口
～
豊
田
一
三
〇
円

花
立
～
豊
田
　
　
　
一
一
〇
円

坂
中
～
豊
田
　
　
　
一
〇
〇
円

藤
倉
～
東
川
　
　
　
一
一
〇
円

中
尾
入
口
～
東
川
　
一
〇
〇
円

た
だ
し
、
子
供
（
小
学
生
以
下
）

身
体
障
害
者
は
半
額
。

　　　246

　2，398

▲9，092

▲1，780

▲1，620

▲51，103

　6，015

▲12，694

▲2，900

▲2，302

▲18，602

　24，059

▲67，375

　
費
費
費
費

出
会
務
生
生

　
議
総
民
衛

歳

　
費
費
業
費
費
費
費
費
費

　
産
　
　
　
　
　
　
　
旧

働
水
工
木
防
育
復
備

　
林
　
　
　
　
　
　
害

労
農
商
土
消
教
災
予

計合
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日
　
28月
　
町
道
改
良

　
4

　
昭
和
五
十
八
年
第
三
回
町
議
会
臨

時
会
が
四
月
二
十
八
日
開
か
れ
ま
し
た
。

　
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
町

道
松
口
松
之
山
線
の
光
間
地
内
六
三

八
メ
ー
ト
ル
の
改
良
工
事
を
四
千
四

（
光
間
）
四
、

百
万
円
で
高
橋
組
が
請
負
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
町
税
条
例
の
一
部
改
正
で
、
町
民

税
お
よ
び
固
定
資
産
税
の
全
納
報
奨

金
（
税
額
の
百
分
の
一
）
制
度
が
廃 四
〇
〇
万
円
で
契
約

止
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
七
回
）
で
歳
入
の
町
税
、

地
方
譲
与
税
、
自
動
車
取
得
税
交
付

金
が
増
え
、
繰
入
金
二
千
万
円
減
額
。

歳
出
の
予
備
費
を
三
二
六
万
円
、
総

務
費
二
二
五
万
九
千
円
、
衛
生
費
一

二
万
六
千
円
追
加
し
ま
し
た
。

　
国
保
の
補
正
予
算
で
は
、
歳
入
で

国
保
税
お
よ
び
国
庫
、
県
支
出
金
が

二
一
二
万
五
千
円
増
額
さ
れ
、
歳
出

の
予
備
費
に
こ
の
二
一
二
万
五
千
円

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

［
嶺
綴
牲

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
七
回
）

〇
一
、
二
三
〇
万
六
千
円
減
額
し
予

　
算
総
額
二
二
億
三
、
五
九
七
万
一

　
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
七
年
度
松
之
山
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
六
回
）

〇
二
一
二
万
五
千
円
追
加
し
、
総
額

　
三
億
八
、
一
二
五
万
六
千
円
と
定

　
め
る
。

▽
松
之
山
町
税
条
例
の
一
部
改
正
。

○
法
人
税
の
引
き
上
げ
（
年
額
）

　
資
本
金
五
〇
億
以
上
、
八
○
万
円

　
を
一
二
〇
万
円
に
。

　
一
〇
億
～
五
〇
億
、
四
〇
万
円
を

　
七
〇
万
円
に
。

　
一
億
～
一
〇
億
、
八
万
円
を
十
六

　
万
円
に
。

　
一
千
万
～
一
億
、
二
万
四
千
円
を

六
万
円
に
。

　
一
千
万
円
以
下
、
四
万
八
千
円
に
。

　
そ
の
他
の
法
人
、
八
千
円
を
一
万

六
千
円
に
。

▽
松
之
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
改
正
。

○
国
保
税
の
最
高
限
度
額
を
一
万
円

　
ア
ッ
プ
し
て
、
年
額
二
八
万
円
と

　
す
る
。

▽
新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

　
規
約
の
一
部
を
改
正
。

○
阿
賀
野
川
右
岸
水
防
事
務
組
合

（
豊
栄
市
）
を
削
る

▽
新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償
組
合
規

約
の
一
部
改
正
。

○
加
治
川
水
防
事
務
組
合
の
水
防
を

　
行
う
市
町
村
の
区
域
中
、
阿
賀
野

　
川
右
岸
水
防
事
務
組
合
を
削
る
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
。

（
三
千
万
円
以
上
の
工
事
は
議
会
の

　
議
決
を
求
め
る
）

○
町
道
松
口
松
之
山
線
（
光
間
）

　
改
良
工
事
　
　
　
　
　
六
三
八
m

　
請
負
額
　
　
　
四
、
四
〇
〇
万
円

　
請
負
者
　
　
株
式
会
社
　
高
橋
組

入札結果

4月26目

▽
建
第
一
号
・
道
路
改
良
二
八
O
m

　
藤
原
・
松
之
山
線
（
黒
倉
）

　
高
橋
組
　
　
　
一
、
六
〇
〇
万
円

▽
建
第
二
号
・
道
路
改
良
三
二
〇
m

　
松
代
・
松
之
山
線
（
松
口
）

　
高
橋
組
　
　
　
二
、
四
〇
〇
万
円

▽
建
第
三
号
・
道
路
改
良
六
三
八
m

　
松
口
・
松
之
山
線
（
光
間
）

高
橋
組
　
　
　
四
、
四
〇
〇
万
円

▽
建
第
四
号
・
道
路
改
良
三
九
四
m

　
西
之
前
・
北
浦
田
線
（
北
浦
田
）

　
飯
塚
建
設
　
　
二
、
五
七
〇
万
円

▽
振
第
一
号
・
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー

　
場
・
ゲ
レ
ン
デ
造
成
（
天
水
島
）

　
高
橋
組
　
　
　
二
、
二
三
〇
万
円

▽
産
第
一
号
・
地
す
べ
り
関
連
ホ
場

整
備
（
藤
倉
）
　
　
　
二
一
二
a

高
橋
組
　
　
　
　
　
二
八
五
万
円

▽
産
第
二
号
・
地
す
べ
り
関
連
ホ
場

　
整
備
（
天
水
越
）
　
　
一
七
二
a

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
五
四
〇
万
円

▽
産
第
三
号
・
農
村
基
盤
総
合
整
備

　
（
湯
之
島
）
法
止
工
七
基

　
飯
塚
建
設
　
　
　
　
二
一
〇
万
円

萎
奮
藤
鷲
識

　
坤
蒋
1
月
鎚
調
叢
潔
．

鋤
月
膿
菱
会
講
撃
繋
聾
を
餐
鳶
．

霧
い
を
蓬
熱
．
裾
勢
濠

等
に
つ
い
て
、
そ
露
容
磯
叡
う
糞

し
詳
し
く
智
奮
携
董
鷺

り
ま
し
た
。

　
講
頗
先
生
と
も
欝
含
せ
⑳
緯
果
鐵

今
回
の
英
会
話
教
窒
礒
簾
欝
要
領
響

て
開
設
す
る
予
定
で
す
澄

　
　
　
謁

一
、
開
設
期
聞
義
月
下
旬
～
十
月

一
、
開
設
回
数
　
月
二
回
、
計
十
回

を
予
定

一
、
時
間
　
午
後
八
時
～
九
時
半

一
、
会
場
　
松
之
山
町
公
民
館

一
、
内
容
　
主
と
し
て
一
般
社
会
人

を
対
象
と
し
て
、
中
学
校
段
階
の
英

語
を
用
い
た
基
礎
的
な
学
習

一
、
講
舗
　
佐
藤
徳
一
（
浦
田
中
学

校
教
頭
先
生
）

一
、
会
費
　
十
回
ニ
ニ
○
○
○
円

（
テ
キ
ス
ト
・
謝
礼
・
消
耗
品
等
に

充
当
い
旋
し
ま
す
）

一
、
定
員
嘩
二
十
五
名
、
定
員
に
な

り
次
第
〆
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

一
、
申
込
み
、
五
月
二
十
日
ま
で
に

町
公
民
館
へ
　
鱈
話
二
二
六
五

な
お
、
前
回
チ
ラ
シ
に
て
申
込
ま
れ

た
方
々
に
は
闘
催
日
等
追
っ
て
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
．
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、
・
、
ス
新
潟
博

　
　
　
　
　
　
　
　
P
R
で
役
場
を
訪
れ
る

　
新
潟
博
覧
会
が
七
月
一
日
か
ら
ニ

ケ
月
間
新
潟
市
で
開
か
れ
ま
す
。
こ

の
新
潟
博
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
四
月

二
十
六
日
役
場
を
訪
れ
、
町
長
さ
ん

に
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
「
パ
ク
ち
ゃ
ん
」

の
貯
金
箱
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
新
潟
博

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
ミ
ス
新
潟
博
に
は
県
内
の
二
二
五

人
の
中
か
ら
五
人
が
選
ば
れ
た
も
の

で
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
美
人
、
こ
の
中
か

ら
二
人
が
町
を
訪
れ
た
も
の
で
す
。

博覧会をよろしくとP　Rする「ミス新潟博」ギャル

蝉茸鰹櫨券発売コ
　賞品

＊特賞、沖縄の旅　　　　25本　　　　　　　　　　　；ご　恩　　図

＊1等、カメラ　　　　　60本

　　　（ポケットフジカ）

＊　（轍円，、当）500本旧謙怠購（磁，

＊ラッキー賞　　　　4，000名

抽せ∠騰者館招待）三諜蹴償匙

豪華賞晶が当たる

抽選番号付き

前売　　当日
大　　　人 1，200円11，500円

高　校　生 800再†菊00円

一小・中学生 500円1　600円

藷
幼児（覆3望） 200円’　300円

’83新潟博は、飛び出す映画や

最新の科学技術、コンピュータ

の交通、くらしまで、

興味いっぱいのパビリオンがぎ

っしり。思いきり遊べるプレイ

ランドや、ゆかいなおまっり広

場もあります。さあ、この夏は

子供さんと行こう！みんなで見

よう。

　豪華賞品が当たる抽選番号付

き前売入場券を役場の振興課、

観光係で、6月15日まで発売し

ております。

、
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五
月
三
＋
日
は
「
消
費
者
の
日
」

訪
間
販
売
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
五
月
三
十
日
は
「
消
費
者
の
日
」

で
す
。

　
昭
和
四
十
三
年
の
こ
の
日
に
、
消

費
者
の
利
益
を
守
る
た
め
、
　
「
消
費

者
保
護
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
「
消
費
者
の
日
」
は
、
そ
の
十
周

年
を
記
念
し
て
昭
和
五
十
三
年
に
制

定
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
で
六
回
目
。

消
費
者
の
自
覚
を
さ
ら
に
高
め
る
と

と
も
に
、
事
業
者
な
ど
に
消
費
者
保

護
の
精
神
を
一
層
普
及
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
消
費
者
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、

こ
の
と
こ
ろ
苦
情
が
増
え
て
き
て
い

る
訪
問
販
売
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

▽
申
し
込
み
は
慎
重
に
、
本
当

に
必
要
か
十
分
考
え
て
か
ら

　
訪
問
販
売
と
は
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン

が
家
庭
や
職
場
を
訪
問
し
て
、
商
品

の
購
入
申
し
込
み
を
受
け
た
り
、
売

買
契
約
を
結
ん
だ
り
す
る
販
売
方
法

を
言
い
ま
す
。
ま
た
、
路
上
な
ど
で

行
わ
れ
る
販
売
行
為
も
訪
問
販
売
と

み
な
さ
れ
ま
す
。

　
訪
問
販
売
は
、
主
と
し
て
「
訪
問

販
売
等
に
関
す
る
法
律
」
で
、
商
取

引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
営
業
方
法
な
ど
が
規
制
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
消
費
者
を
保
護

す
る
た
め
に
、
一
定
の
条
件
の
下
に

売
買
契
約
の
解
除
な
ど
が
で
き
る
制

度
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
）
が

特
別
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
勧
誘
方
法
が

誇
大
・
強
引
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら

生
じ
る
ト
ラ
ブ
ル
は
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。　
消
費
者
の
方
は
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
た
め
に
、
訪
問
販
売

を
利
用
す
る
と
き
は
次
の
よ
う
な
点

に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

▽
販
売
業
者
は
氏
名
・
商
品
の

種
類
な
ど
を
明
示
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん

　
訪
間
販
売
を
す
る
と
き
、
販
売
業

者
は
氏
名
・
商
品
の
種
類
な
ど
を
明

示
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

契
約
が
成
立
し
た
と
き
は
、
契
約
書

面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
読
ん
で

契
約
の
内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
氏
名
を
名
乗
ら
な
か
っ
た
り
、
契

約
書
を
交
付
し
な
い
よ
う
な
業
者
は

要
注
意
で
す
。
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▽
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

四
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
契
約
解
除
で
き
ま
す
。

　
訪
問
販
売
で
契
約
が
成
立
し
た
後

で
も
、
一
定
の
条
件
の
下
で
な
ら
書

面
に
よ
り
売
買
契
約
の
解
除
な
ど
が

で
き
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
と
は
、

冷
静
に
な
っ
て
考
え
る
期
問
の
こ
と

で
、
訪
問
販
売
の
場
合
は
、
契
約
書

を
渡
さ
れ
た
日
を
含
め
て
四
日
間
。

こ
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
書
類
で
通

知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
条
件
で

砂

契
約
の
解
除
等
が
で
き
ま
す
。

　
書
面
は
は
が
き
で
も
差
し
仕
え
あ

り
ま
せ
ん
が
、
内
容
証
明
郵
便
や
配

達
証
明
郵
便
で
出
す
と
、
よ
り
確
実

で
す
。
ま
た
、
消
印
が
契
約
の
日
か

ら
四
日
以
内
で
あ
れ
ば
有
効
で
す
。

　
た
だ
し
、
代
金
を
全
額
支
払
う
と
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
問
内
で
あ
っ

て
も
契
約
が
解
除
で
き
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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推
進
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合済健一幹フ会改役ワ
理嘱推三部ブ役善員ク
事
、 託進○会会員推会チ
会員員人　　長会進　　ン
　会研）　　会　　員　　…ミ
修　　　議　　研　　四
会　　　　　修　　さ
　　　　　会

29　28　　　　27　　　　26　23　　　　22　21

日日　　日　　日日　　日　日

希議資農入民心フ傷部
望会料業札生身ツ疾落
館臨館委＿委障素軍総
開時開員町員害塗人代
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八会祉七
件　　会八
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会
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が
で
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に
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ま
す
。
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、
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マ
ン
の
勧
誘
方
法
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大
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強
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で
あ
る
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と
な
ど
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ら
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る
ト
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ル
は
後
を
絶
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せ
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消
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ル
に
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、
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を
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に
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▽
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、
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な
い
こ
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に
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て
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ま
す
。
よ
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で
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の
内
容
を
確
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し
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を
名
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な
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、
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し
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よ
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業
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内
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約
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間
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こ
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
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で
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と
に
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て
、
無
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砂
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の
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等
が
で
き
ま
す
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面
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が
き
で
も
差
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仕
え
あ
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ん
が
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明
郵
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や
配

達
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で
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と
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小
児
マ
ヒ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

　
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
は
、
生
後
三

か
月
か
ら
四
十
八
か
月
（
で
き
る
だ

け
十
八
か
月
ま
で
が
望
ま
し
い
）
の

間
に
、
二
回
飲
み
ま
す
。
二
回
の
間

隔
は
、
六
週
間
以
上
離
れ
て
い
れ
ば

二
回
の
接
種
で
免
疫

が
で
き
ま
す

少
々
問
が
あ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん

が
、
完
全
に
免
疫
を
つ
く
る
た
め
に
、

必
ず
二
回
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
は
甘
い
シ
ロ
ッ
プ
液
に

な
っ
て
お
り
、
少
量
を
小
さ
な
ピ
ペ

ッ
ト
（
目
盛
り
の
つ
い
た
ス
ポ
イ
ト
）

で
飲
め
ば
よ
い
の
で
、
嫌
が
っ
て
吐

く
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
も

し
、
ワ
ク
チ
ン
を
半
分
以
上
口
か
ら

出
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
も
う
一

度
飲
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
ウ
イ
ル
ス

が
腸
の
中
で
増
え
、
腸
に
免
疫
が
で

き
る
の
で
す
。

　
腸
内
で
ウ
イ
ル
ス
が
増
え
る
と
、

当
然
、
大
便
に
混
ざ
っ
て
排
せ
つ
さ

れ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
て
い

る
ウ
イ
ル
ス
は
毒
性
を
弱
め
て
あ
り

ま
す
が
、
排
せ
つ
物
を
通
し
て
人
か

ら
人
へ
感
染
し
て
い
く
間
に
、
強
い

毒
性
を
持
つ
よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ご
く
ま
れ
に
、

生
ワ
ク
チ
ン
を
飲
ん
で
い
な
い
人
が

感
染
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ

ン
は
、
み
ん
な
が
一
緒
に
飲
ん
で
、

そ
の
地
域
全
体
を
免
疫
に
す
る
集
団

接
種
の
方
法
が
採
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
で
は
、
こ
こ
二
十
年
近
く
、

ポ
リ
オ
の
流
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と

い
っ
て
安
心
は
禁
物
。
こ
の
状
態
を

｝

鴨
，

＼ン

〆
摩
㌧

◎

維
持
し
て
い
く
に
は
、
紹
介
し
た
よ

う
な
方
法
、
飲
み
方
を
守
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

1”1”IIll”1””1”昭和58年5月10日

春の全国交通安全運動1

5肋㎜磁
　
今
年
も
五
月
十
一
日
か
ら
二
十
日

ま
で
の
十
日
間
「
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
多
発
す
る
事
故
の
特
徴
を
ふ
ま
え

て
、
次
の
三
項
目
を
重
点
に
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
を
契
機
に
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
さ
ん
は
、
も
う
一
度
、
安
全

運
転
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
万
全
の

注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

　
運
動
の
重
点

①
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
利
用
者
、

特
に
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止
。

②
二
輪
車
の
安
全
利
用
、
特
に
交
差

点
で
の
安
全
確
認
の
励
行
と
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
の
徹
底
。

③
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に
交
差
点

で
の
安
全
確
認
の
励
行
と
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
の
推
進
。

ミ
一
・
バ
イ
ク

1
交
差
点
で
は

　
　
安
全
確
認
を

　
交
差
点
で
の
ミ
ニ
・
バ
イ
ク
の
事

故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し

て
左
右
の
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
右
折
す
る
と
き
は
直
進
す
る

対
向
車
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

安
全
運
転

　
　
・
↑
・2 ◆

。
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
◎

け
．

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

　
　
　
か
ぶ
ろ
う

○
％
は
、

頭
部
を
守
る
た
め
に
、

ッ
ト
を
か
占
り
ま
し
ょ
う

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
J
I
S

規
格
）

ク
の
つ
い
た
も
の
を
か
ぶ
り
、

ひ
も
を
き
ち
ん
と
結
び
ま
し
ょ
う
。

一
輪
車
に
よ
る
死
亡
事
故
の
約
七

　
　
頭
部
損
傷
が
原
因
で
す
。

　
　
　
　
　
　
必
ず
ヘ
ル
メ

　
　
、
、
　
　
　
　
Q
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
工
業

　
マ
ー
ク
や
S
（
安
全
）
マ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ご

3
ミ
ニ
・
バ
イ
ク
の

制
限
速
度
は

　
時
速
三
十
キ
ロ

　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
時
速
三
十

キ
ロ
の
制
限
速
度
を
守
り
、
安
全
運

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

、
博
、　
￥
、

　
　
・
＼
Y
誤
・
1

傘
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＼
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消
防
団
長
に
高
橋
平
入
郎
さ
ん

　
山
岸
前
消
防
団
長
の
あ
と
を
う
け

て
、
四
月
一
日
か
ら
高
橋
平
八
郎
氏

（
中
尾
の
吉
池
）
が
町
の
消
防
団
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
、
　
「
団
員
の
確
保
が

困
難
な
と
き
、
消
防
団
と
消
防
署
が

一
体
と
な
り
町
の
防
災
活
動
に
専
念

し
て
町
民
の
期
待
に
応
え
た
い
凶
と

張
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
高
橋
団
長
に
多
い
に
期
待
し
ま
し

ょ
う
。

　
山
岸
前
団
長
さ
ん
、
五
十
三
年
の

長
い
間
消
防
活
動
に
専
念
い
た
だ
き

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

行
政
相
談
委
員
に

高
橋
慶
春
さ
ん

　
若
井
千
代
松
さ
ん
に
変
わ
っ
て
、

行
政
相
談
委
員
が
四
月
一
目
か
ら
高

橋
慶
春
（
六
十
三
歳
）
さ
ん
に
バ
ト

鵜

ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
中
で
、
役

所
や
公
社
・
公
団
等
が
行
っ
て
い
る

仕
事
で
「
説
明
に
な
っ
と
く
で
き
な

い
」
　
「
処
理
の
し
か
た
が
ま
ち
が
っ

て
い
る
。
お
そ
く
て
困
る
」
　
「
不
親

切
な
扱
い
を
受
け
た
」
　
「
こ
の
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」
　
「
ど
う
し
て
よ
い

か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
お
困
り
の

場
合
に
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。天
水
島
（
前
坂
）
費
二
一
九
一

爪飲んでも

捨てるな蟻

空き缶

6。月5

　環

．素畑 た鯉話

　人問のエネルギー

　自動車はガソリン、電車は電気…動く物には動かす力（エ

ネルギー）のもとになるものが必要です。人間の場合でい

えば、エネルギーのもとになるのは食べ物です。石炭を燃

やして走る蒸気機関車のように、わたしたちは食べ物を燃

焼（分解）させ、そのときに発生する熱を使って活動して

います。

　この熱の単位はカロリー（Kcal）で表します。よく、カ

ロリーの取り過ぎは肥満になると言いますが、カロリーは

エネルギー（熱量）の単位のことですから、本当ならエネ

ルギー不足、エネルギーの取り過ぎと言うべきところです。

　食べ物を分解してエネルギーを得ると言いましたが、も

っと詳しく言うと食べ物に含まれる栄養素一一糖質、脂質、

タンパタ質の3つがエネルギー源です。

　この3つの栄養素は体の中で分解されると、表のように

エネルギーを発生します。
　3つの栄養素のうちタンパク「栄養素（1g）”エネルギー鉱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ質は、エネルギー源としては“ワ1　糖質　　1　4kcal　I
　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　I
キ役”で、主な役割は細胞を構1　脂質　　　　9kcal

成することです。そのため、糖　タンパク質1　4kcal

質、脂質をあまり取らずに活動

しているとタンパタ質がエネルギー源となり、極端な場合

には筋肉まで分解されてしまいます。食べると太ると嫌わ

れるごはん、イモ、油脂など、脂質を多く含む食品はエネ

ルギー源として大切な役割を担っているのです。次の点に

注意して糖質や脂質を過不足なく取りましょう。

●糖質……米、パン、イモ類や砂糖などの主成分となって

います。体内では、主にエネルギー源となるほか、体の組

織や細胞の構成素としても、重要な働きをしています。糖

質が不足すると発育や神経活動が悪くなったり、不足を補

うため肝臓にも負担がかかります。反対に糖質を取り過ぎ

ると、大部分の糖質が体内で脂肪に変化し、皮下脂肪など

として体に蓄えられ肥満の原因になったりします。

●脂肪……体内では1グラム当たり9Kcalと、エネルギー

の発生率が高いので、重要なエネルギー源となっています

脂質は主に植物油、バター、ラードなどに含まれており、

このほかべ一コンやマヨネーズなどにもかなり多く含まれ

ます。

　脂質の取り過ぎは肥満の原因になりますが、逆に脂質を

取らないと、体内で合成されないリノール酸やリノレン酸

といった必須脂肪酸の不足が考えられます。これが不足す

ると動脈硬化や心臓病の原因となります。必須脂肪酸は植

物性油に多く含まれていますから、ふだんでも植物性油の

摂取を心掛けましょう。取り方としては、植物性油2に対

して動物性油脂を1取るのが理想的です。最悪の場合でも

1：1ぐらいの割合とし、動物性油脂を取り過ぎないよう

に注意しましょう。
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出
し
過
ぎ
は
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
時
速
三
十

キ
ロ
の
制
限
速
度
を
守
り
、
安
全
運

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

、
博
、　
￥
、

　
　
・
＼
Y
誤
・
1

傘
…藝
＼

2
．
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消
防
団
長
に
高
橋
平
入
郎
さ
ん

　
山
岸
前
消
防
団
長
の
あ
と
を
う
け

て
、
四
月
一
日
か
ら
高
橋
平
八
郎
氏

（
中
尾
の
吉
池
）
が
町
の
消
防
団
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
、
　
「
団
員
の
確
保
が

困
難
な
と
き
、
消
防
団
と
消
防
署
が

一
体
と
な
り
町
の
防
災
活
動
に
専
念

し
て
町
民
の
期
待
に
応
え
た
い
凶
と

張
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
高
橋
団
長
に
多
い
に
期
待
し
ま
し

ょ
う
。

　
山
岸
前
団
長
さ
ん
、
五
十
三
年
の

長
い
間
消
防
活
動
に
専
念
い
た
だ
き

本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

行
政
相
談
委
員
に

高
橋
慶
春
さ
ん

　
若
井
千
代
松
さ
ん
に
変
わ
っ
て
、

行
政
相
談
委
員
が
四
月
一
目
か
ら
高

橋
慶
春
（
六
十
三
歳
）
さ
ん
に
バ
ト

鵜

ン
タ
ッ
チ
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
の
中
で
、
役

所
や
公
社
・
公
団
等
が
行
っ
て
い
る

仕
事
で
「
説
明
に
な
っ
と
く
で
き
な

い
」
　
「
処
理
の
し
か
た
が
ま
ち
が
っ

て
い
る
。
お
そ
く
て
困
る
」
　
「
不
親

切
な
扱
い
を
受
け
た
」
　
「
こ
の
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」
　
「
ど
う
し
て
よ
い

か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
お
困
り
の

場
合
に
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
。天
水
島
（
前
坂
）
費
二
一
九
一

爪飲んでも

捨てるな蟻

空き缶

6。月5

　環

．素畑 た鯉話

　人問のエネルギー

　自動車はガソリン、電車は電気…動く物には動かす力（エ

ネルギー）のもとになるものが必要です。人間の場合でい

えば、エネルギーのもとになるのは食べ物です。石炭を燃

やして走る蒸気機関車のように、わたしたちは食べ物を燃

焼（分解）させ、そのときに発生する熱を使って活動して

います。

　この熱の単位はカロリー（Kcal）で表します。よく、カ

ロリーの取り過ぎは肥満になると言いますが、カロリーは

エネルギー（熱量）の単位のことですから、本当ならエネ

ルギー不足、エネルギーの取り過ぎと言うべきところです。

　食べ物を分解してエネルギーを得ると言いましたが、も

っと詳しく言うと食べ物に含まれる栄養素一一糖質、脂質、

タンパタ質の3つがエネルギー源です。

　この3つの栄養素は体の中で分解されると、表のように

エネルギーを発生します。
　3つの栄養素のうちタンパク「栄養素（1g）”エネルギー鉱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザ質は、エネルギー源としては“ワ1　糖質　　1　4kcal　I
　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　I
キ役”で、主な役割は細胞を構1　脂質　　　　9kcal

成することです。そのため、糖　タンパク質1　4kcal

質、脂質をあまり取らずに活動

しているとタンパタ質がエネルギー源となり、極端な場合

には筋肉まで分解されてしまいます。食べると太ると嫌わ

れるごはん、イモ、油脂など、脂質を多く含む食品はエネ

ルギー源として大切な役割を担っているのです。次の点に

注意して糖質や脂質を過不足なく取りましょう。

●糖質……米、パン、イモ類や砂糖などの主成分となって

います。体内では、主にエネルギー源となるほか、体の組

織や細胞の構成素としても、重要な働きをしています。糖

質が不足すると発育や神経活動が悪くなったり、不足を補

うため肝臓にも負担がかかります。反対に糖質を取り過ぎ

ると、大部分の糖質が体内で脂肪に変化し、皮下脂肪など

として体に蓄えられ肥満の原因になったりします。

●脂肪……体内では1グラム当たり9Kcalと、エネルギー

の発生率が高いので、重要なエネルギー源となっています

脂質は主に植物油、バター、ラードなどに含まれており、

このほかべ一コンやマヨネーズなどにもかなり多く含まれ

ます。

　脂質の取り過ぎは肥満の原因になりますが、逆に脂質を

取らないと、体内で合成されないリノール酸やリノレン酸

といった必須脂肪酸の不足が考えられます。これが不足す

ると動脈硬化や心臓病の原因となります。必須脂肪酸は植

物性油に多く含まれていますから、ふだんでも植物性油の

摂取を心掛けましょう。取り方としては、植物性油2に対

して動物性油脂を1取るのが理想的です。最悪の場合でも

1：1ぐらいの割合とし、動物性油脂を取り過ぎないよう

に注意しましょう。
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冷
凍
食
品
そ
の
②
圓

家
庭
用
冷
凍
庫
で
は

　
　
　
　
　
　
　
二
～
三
か
月
が
限
度

　
冷
凍
食
品
は
保
存
の
き
く
食
品
で

す
が
、
冷
凍
庫
に
入
れ
て
お
け
ば
い

つ
ま
で
も
保
存
で
き
る
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冷
凍
食
品
は
上

手
に
保
存
し
、
お
い
し
く
食
べ
た
い

も
の
べ
す
。

〈
上
手
な
保
存
万
法
〉

　
買
っ
て
す
ぐ
解
凍
・
調
理
す
る
食

ゲ

　　髪
3咽q6

慰炉

、

6

σ

品
の
ほ
か
は
、
直
ち
に
冷
凍
庫
に
入

れ
る
わ
け
で
す
が
、
マ
イ
ナ
ス
十
五

度
以
下
の
温
度
で
保
存
す
れ
ば
品
質

が
保
て
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
用
の

冷
凍
庫
は
容
量
が
小
さ
く
、
開
閉
も

ひ
ん
繁
な
の
で
、
保
存
期
間
は
二
～

三
か
月
を
限
度
と
す
る
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
冷
凍
庫
内
の
温
度

も
上
昇
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
開
閉

の
回
数
は
で
き
る
だ
け
控
え
め
に
。

〈
日
付
の
記
入
で

　
　
　
ム
ダ
な
く
使
え
ま
す
〉

　
冷
凍
庫
に
入
れ
た
日
付
を
ラ
ベ
ル

な
ど
に
記
入
し
、
冷
凍
食
品
に
張
っ

て
お
く
と
、
古
い
物
か
ら
順
に
解
凍

・
調
理
す
る
の
に
便
利
で
す
。

　
最
近
の
冷
凍
庫
に
は
、
急
速
冷
凍

の
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
便
利

に
は
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
っ

た
ん
解
凍
し
た
冷
凍
食
品
を
再
び
凍

ら
せ
る
の
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。

再
冷
凍
す
る
と
、
食
品
の
う
ま
味
や

成
分
・
栄
養
素
が
損
な
わ
れ
、
品
質

が
悪
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
早
く
腐

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご

注
意
を
。

新しい教員です

よろしくお願いします

　
生
）

　
先
高

　
怜
西

頭
　
潟

　
中
新

教
田
（

麹，羅　
桐原雅史先生　五十嵐恒一先生　金井ふみ子先生
（輩採黒大）（輩羅工大）（頚採用大）

大
学
入
学
資
格
検
定

　
大
学
の
入
学
試
験
を
受
け
た
い
が
、

高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
f
。

　
こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、
文
部

省
で
は
毎
年
、
大
学
入
学
資
格
検
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
定
は
、

高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
な
ど

の
た
め
大
学
入
学
資
格
の
な
い
方
を

対
象
に
行
わ
れ
、
合
格
者
は
大
学
の

入
学
試
験
を
受
け
る
資
格
が
与
え
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　
募
集
要
項
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
〈
受
検
資
格
者
〉

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
中

学
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
方
で
、
高
校
・
高
等

専
門
学
校
に
入
学
し
な
か
っ
た
方
、

お
よ
び
そ
の
中
途
退
学
者

②
高
等
学
校
の
定
時
制
課
程
、
通
信

制
課
程
に
在
学
し
て
い
る
方

③
旧
国
民
学
校
令
に
よ
る
国
民
学
校

初
等
科
を
修
了
し
た
方

　
〈
受
検
科
目
〉

　
受
検
科
目
は
必
須
科
目
と
選
択
科

目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
必
須
科
目
…
…
国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
保
健
体
育
の
各
教
科
に

わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
受
検
科
目
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
選
択
科
目
…
…
国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
外
国
語
、
職
業
科
目
の
各

教
科
に
わ
た
り
設
け
ら
れ
た
科
目
か

ら
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
〈
願
書
受
付
〉

　
昭
和
五
十
八
年
五
月
二
十
日
（
金
）

か
ら
六
月
十
日
（
金
）
ま
で
。

　
〈
受
付
場
所
〉

　
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会

　
〈
検
定
実
施
期
問
〉
、

　
昭
和
五
十
八
年
八
月
二
日
（
火
）
か

ら
八
月
五
日
（
金
）
ま
で
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

　
合
格
に
必
要
な
科
目
数
は
十
三
科

目
な
い
し
十
五
科
目
で
、
す
べ
て
の

科
目
に
つ
い
て
合
格
点
を
得
た
方
が

合
格
者
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
科
目
ご
と
の
合
格
が
認
め

ら
れ
、
次
回
に
受
検
す
る
際
に
申
し

出
れ
ば
、
そ
の
科
目
の
検
定
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
都
道
府
県
の
教
育

委
員
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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とっさの手当がいのちを守る！ノ

覚えよう救急法

に
赤
十
字
思
想
の
普
及
を
図
り
　
赤

十
字
社
員
の
増
強
に
つ
と
め
て
い
ま

す
。　
八
日
の
「
世
界
赤
十
字
デ
i
」
に

は
、
世
界
各
国
の
赤
十
字
社
が
、
そ

の
年
の
赤
十
字
国
際
標
語
で
、
日
本

語
版
は
「
と
っ
さ
の
手
当
が
い
の
ち

を
守
る
〃
　
覚
え
よ
う
救
急
法
」
を

掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
情
に
あ
っ
た

事
業
や
行
事
を
催
し
、
赤
十
字
に
対

す
る
支
援
、
協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。

”
社
員
”
が
支
え
る
赤
十
字

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
社
員
を
基
礎

陽
汁
鵠
蝦
岬

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
毎
年
五
月
を

「
赤
十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
、
五

月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
全
国
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　（

’
（
マ

　
ウ

、
レ

5玄

9
’

と
す
る
特
殊
法
人
組
織
で
す
。
社
員

と
は
、
赤
十
字
が
掲
げ
る
人
道
博
愛

の
精
神
や
そ
れ
に
基
づ
く
事
業
活
動

を
理
解
し
、
自
分
自
身
の
善
意
や
善

行
を
赤
十
字
に
託
し
て
、
事
業
や
思

想
の
発
展
を
の
ぞ
み
、
毎
年
き
ま
っ

た
社
費
を
拠
出
し
て
財
政
面
で
の
支

援
を
行
な
う
も
の
で
す
。

町
の
社
資
額
三
八
万
円

　
町
の
個
人
社
員
は
一
、
二
五
六
人

で
、
社
資
三
八
万
三
、
六
〇
〇
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
で
は
一
、
四

六
八
万
人
で
社
資
目
標
額
は
、
一
一

二
億
で
す
。

　
こ
の
目
標
は
、
各
都
道
府
県
支
部

ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
地
域
の

経
済
と
支
部
の
事
業
と
を
に
ら
み
合

せ
て
き
め
て
あ
り
ま
す
。

　
社
員
か
ら
拠
出
さ
れ
た
お
金
は
、

社
会
福
祉
や
災
害
救
護
の
ほ
か
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
援
の
た
め
、
タ
イ

国
へ
医
療
班
を
派
遣
し
た
り
、
わ

が
国
に
上
陸
す
る
ベ
ト
ナ
ム
難
民
を

一
時
収
容
し
、
日
本
に
定
住
あ
る
い

は
第
三
国
へ
出
国
す
る
ま
で
の
間
、

生
活
お
よ
び
医
療
援
護
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

湾
磯
　
よ

璽
貿

　
　
＠
逸

　
　
　
（

　
、
　
　
　
r

ヵ
君
や命
蘇
書
而

∩
U
り
2

9
ρ
身9
9
8
i

認こど
虜
日

は

　
）
）

　
　
　
、

∂羅峨
　
イ
∠

五
呈
臼
V
潔

宜＿瀞〉

鰯

無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
バ

　
　
　
　
　
・
控
、

　
　
　
　
　
藁
滋

姪
講謡
擦

鰹』騰磨

鳥
弱
鍬
レ

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
職
員
互

助
会
と
し
て
の
マ
ス
コ
ッ
ト
マ
ー
ク

を
制
定
し
職
員
の
士
気
高
揚
と
地
域

住
民
、
特
に
子
供
達
に
親
し
ま
れ
る

消
防
を
め
ざ
し
て
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ

ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
の
様
式

　
B
五
サ
イ
ズ
、
色
彩
の
限
定
な
し

▽
締
切

　
五
月
三
十
一
日
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
表
彰

　
優
秀
賞
・
一
点
・
三
万
円

　
佳
作
・
若
干
・
五
千
円

▽
提
出
先

　
上
越
市
北
城
町
一
丁
目
一
六
番
一

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
職
員
互

　
助
会
、
消
防
本
部
内

　
マ
ス
コ
ッ
ト
マ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン

　
公
募
係

1雛穏き擁｝鞭キ繊悦斜憾｝鵠戯裂

勢　　人ロの動き　　豊
藁　　　　　　　　　・ぎ
15月1日　（1・年前）愚

豪人・4・756人（6・453人）芝

壽男2・3・4人（3・156人）蜜

醤女2・452人（3・297人）1釜
1募世帯数1，344戸　（1，672戸）　諺

感舞茄：蛉を猟翫ゼ搾慨お二親露びi騨よ
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冷
凍
食
品
そ
の
②
圓

家
庭
用
冷
凍
庫
で
は

　
　
　
　
　
　
　
二
～
三
か
月
が
限
度

　
冷
凍
食
品
は
保
存
の
き
く
食
品
で

す
が
、
冷
凍
庫
に
入
れ
て
お
け
ば
い

つ
ま
で
も
保
存
で
き
る
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
冷
凍
食
品
は
上

手
に
保
存
し
、
お
い
し
く
食
べ
た
い

も
の
べ
す
。

〈
上
手
な
保
存
万
法
〉

　
買
っ
て
す
ぐ
解
凍
・
調
理
す
る
食

ゲ

　　髪
3咽q6

慰炉

、

6

σ

品
の
ほ
か
は
、
直
ち
に
冷
凍
庫
に
入

れ
る
わ
け
で
す
が
、
マ
イ
ナ
ス
十
五

度
以
下
の
温
度
で
保
存
す
れ
ば
品
質

が
保
て
ま
す
。
し
か
し
、
家
庭
用
の

冷
凍
庫
は
容
量
が
小
さ
く
、
開
閉
も

ひ
ん
繁
な
の
で
、
保
存
期
間
は
二
～

三
か
月
を
限
度
と
す
る
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
冷
凍
庫
内
の
温
度

も
上
昇
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
開
閉

の
回
数
は
で
き
る
だ
け
控
え
め
に
。

〈
日
付
の
記
入
で

　
　
　
ム
ダ
な
く
使
え
ま
す
〉

　
冷
凍
庫
に
入
れ
た
日
付
を
ラ
ベ
ル

な
ど
に
記
入
し
、
冷
凍
食
品
に
張
っ

て
お
く
と
、
古
い
物
か
ら
順
に
解
凍

・
調
理
す
る
の
に
便
利
で
す
。

　
最
近
の
冷
凍
庫
に
は
、
急
速
冷
凍

の
で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
便
利

に
は
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
っ

た
ん
解
凍
し
た
冷
凍
食
品
を
再
び
凍

ら
せ
る
の
は
避
け
た
い
も
の
で
す
。

再
冷
凍
す
る
と
、
食
品
の
う
ま
味
や

成
分
・
栄
養
素
が
損
な
わ
れ
、
品
質

が
悪
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
早
く
腐

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご

注
意
を
。

新しい教員です

よろしくお願いします

　
生
）

　
先
高

　
怜
西

頭
　
潟

　
中
新

教
田
（

麹，羅　
桐原雅史先生　五十嵐恒一先生　金井ふみ子先生
（輩採黒大）（輩羅工大）（頚採用大）

大
学
入
学
資
格
検
定

　
大
学
の
入
学
試
験
を
受
け
た
い
が
、

高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
f
。

　
こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、
文
部

省
で
は
毎
年
、
大
学
入
学
資
格
検
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
定
は
、

高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
な
ど

の
た
め
大
学
入
学
資
格
の
な
い
方
を

対
象
に
行
わ
れ
、
合
格
者
は
大
学
の

入
学
試
験
を
受
け
る
資
格
が
与
え
ら

れ
る
も
の
で
す
。

　
募
集
要
項
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
〈
受
検
資
格
者
〉

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
中

学
卒
業
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
方
で
、
高
校
・
高
等

専
門
学
校
に
入
学
し
な
か
っ
た
方
、

お
よ
び
そ
の
中
途
退
学
者

②
高
等
学
校
の
定
時
制
課
程
、
通
信

制
課
程
に
在
学
し
て
い
る
方

③
旧
国
民
学
校
令
に
よ
る
国
民
学
校

初
等
科
を
修
了
し
た
方

　
〈
受
検
科
目
〉

　
受
検
科
目
は
必
須
科
目
と
選
択
科

目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
必
須
科
目
…
…
国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
保
健
体
育
の
各
教
科
に

わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
受
検
科
目
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
選
択
科
目
…
…
国
語
、
社
会
、
数

学
、
理
科
、
外
国
語
、
職
業
科
目
の
各

教
科
に
わ
た
り
設
け
ら
れ
た
科
目
か

ら
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
〈
願
書
受
付
〉

　
昭
和
五
十
八
年
五
月
二
十
日
（
金
）

か
ら
六
月
十
日
（
金
）
ま
で
。

　
〈
受
付
場
所
〉

　
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会

　
〈
検
定
実
施
期
問
〉
、

　
昭
和
五
十
八
年
八
月
二
日
（
火
）
か

ら
八
月
五
日
（
金
）
ま
で
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇

　
合
格
に
必
要
な
科
目
数
は
十
三
科

目
な
い
し
十
五
科
目
で
、
す
べ
て
の

科
目
に
つ
い
て
合
格
点
を
得
た
方
が

合
格
者
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
科
目
ご
と
の
合
格
が
認
め

ら
れ
、
次
回
に
受
検
す
る
際
に
申
し

出
れ
ば
、
そ
の
科
目
の
検
定
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
都
道
府
県
の
教
育

委
員
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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とっさの手当がいのちを守る！ノ

覚えよう救急法

に
赤
十
字
思
想
の
普
及
を
図
り
　
赤

十
字
社
員
の
増
強
に
つ
と
め
て
い
ま

す
。　
八
日
の
「
世
界
赤
十
字
デ
i
」
に

は
、
世
界
各
国
の
赤
十
字
社
が
、
そ

の
年
の
赤
十
字
国
際
標
語
で
、
日
本

語
版
は
「
と
っ
さ
の
手
当
が
い
の
ち

を
守
る
〃
　
覚
え
よ
う
救
急
法
」
を

掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
情
に
あ
っ
た

事
業
や
行
事
を
催
し
、
赤
十
字
に
対

す
る
支
援
、
協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。

”
社
員
”
が
支
え
る
赤
十
字

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
社
員
を
基
礎

陽
汁
鵠
蝦
岬

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
毎
年
五
月
を

「
赤
十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
、
五

月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
全
国
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　（

’
（
マ

　
ウ

、
レ

5玄

9
’

と
す
る
特
殊
法
人
組
織
で
す
。
社
員

と
は
、
赤
十
字
が
掲
げ
る
人
道
博
愛

の
精
神
や
そ
れ
に
基
づ
く
事
業
活
動

を
理
解
し
、
自
分
自
身
の
善
意
や
善

行
を
赤
十
字
に
託
し
て
、
事
業
や
思

想
の
発
展
を
の
ぞ
み
、
毎
年
き
ま
っ

た
社
費
を
拠
出
し
て
財
政
面
で
の
支

援
を
行
な
う
も
の
で
す
。

町
の
社
資
額
三
八
万
円

　
町
の
個
人
社
員
は
一
、
二
五
六
人

で
、
社
資
三
八
万
三
、
六
〇
〇
円
に

な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
で
は
一
、
四

六
八
万
人
で
社
資
目
標
額
は
、
一
一

二
億
で
す
。

　
こ
の
目
標
は
、
各
都
道
府
県
支
部

ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
地
域
の

経
済
と
支
部
の
事
業
と
を
に
ら
み
合

せ
て
き
め
て
あ
り
ま
す
。

　
社
員
か
ら
拠
出
さ
れ
た
お
金
は
、

社
会
福
祉
や
災
害
救
護
の
ほ
か
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
援
の
た
め
、
タ
イ

国
へ
医
療
班
を
派
遣
し
た
り
、
わ

が
国
に
上
陸
す
る
ベ
ト
ナ
ム
難
民
を

一
時
収
容
し
、
日
本
に
定
住
あ
る
い

は
第
三
国
へ
出
国
す
る
ま
で
の
間
、

生
活
お
よ
び
医
療
援
護
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

湾
磯
　
よ

璽
貿

　
　
＠
逸

　
　
　
（

　
、
　
　
　
r

ヵ
君
や命
蘇
書
而

∩
U
り
2

9
ρ
身9
9
8
i

認こど
虜
日

は

　
）
）

　
　
　
、

∂羅峨
　
イ
∠

五
呈
臼
V
潔

宜＿瀞〉

鰯

無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
バ

　
　
　
　
　
・
控
、

　
　
　
　
　
藁
滋

姪
講謡
擦

鰹』騰磨

鳥
弱
鍬
レ

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
職
員
互

助
会
と
し
て
の
マ
ス
コ
ッ
ト
マ
ー
ク

を
制
定
し
職
員
の
士
気
高
揚
と
地
域

住
民
、
特
に
子
供
達
に
親
し
ま
れ
る

消
防
を
め
ざ
し
て
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ

ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
の
様
式

　
B
五
サ
イ
ズ
、
色
彩
の
限
定
な
し

▽
締
切

　
五
月
三
十
一
日
（
当
日
消
印
有
効
）

▽
表
彰

　
優
秀
賞
・
一
点
・
三
万
円

　
佳
作
・
若
干
・
五
千
円

▽
提
出
先

　
上
越
市
北
城
町
一
丁
目
一
六
番
一

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
職
員
互

　
助
会
、
消
防
本
部
内

　
マ
ス
コ
ッ
ト
マ
ー
タ
デ
ザ
イ
ン

　
公
募
係

1雛穏き擁｝鞭キ繊悦斜憾｝鵠戯裂

勢　　人ロの動き　　豊
藁　　　　　　　　　・ぎ
15月1日　（1・年前）愚

豪人・4・756人（6・453人）芝

壽男2・3・4人（3・156人）蜜

醤女2・452人（3・297人）1釜
1募世帯数1，344戸　（1，672戸）　諺

感舞茄：蛉を猟翫ゼ搾慨お二親露びi騨よ
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ま：”5月14日（土）

15日（日）

行
　
事

五
月
十
四
日
（
土
）

　
午
後
二
時
よ
り

ロ
松
里
小
学
校
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

ロ
管
領
塚
上
杉
房
能
公
供
養

ロ
稚
児
行
列
（
松
里
保
育
園
児
）

ロ
松
之
山
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　
午
後
五
時
よ
り

□
ち
び
っ
こ
み
こ
し

ロ
野
鳥
こ
け
し
製
造
実
演

ロ
山
菜
直
売
（
温
泉
広
場
）

午
後
七
時
よ
り

ロ
郷
土
芸
能
と
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢

　大

会
（
B
S
N
美
人
ア
ナ
ウ
ン
サ

　
ー
の
司
会
に
よ
る
。
カ
ラ
オ
ケ
出

場
申
込
先
は
役
場
観
光
係
へ
）

午
後
八
時
半
よ
り

ロ
大
花
火
大
会
（
雨
天
順
延
）

五
月
十
五
日
（
日
）

　
午
前
十
一
時
よ
り
午
後
二
時
半
ま

　
で
ロ
大
厳
寺
高
原
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ

　
り（
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
食
べ
放
題
一
、
二

　
〇
〇
円
、
受
付
は
十
二
時
ま
で
）

ロ
カ
ラ
オ
ケ
・
雪
上
ゲ
ー
ム

（
高
原
バ
ス
・
温
泉
広
場
発
十
時
半
）

6
主
催

　
　
　
　
　
松
之
山
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
松
之
山
温
泉
組
合

■
協
力

　
　
　
　
　
　
松
之
山
町
商
工
会

6
お
間
合
せ

　
　
　
　
　
松
之
山
町
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　
　
a
　
三
コ
三

醗驚☆、，

萎力鰍う

　28日㈹・29日（日〉，

擢
鳥
礁
レ
謬
ρ
・
ヴ
ツ
ペ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

職
綴
蓼

、
嚢
懸
干
八
緯
盆
）
、

、
峯
後
悲
時
業
よ
膨
九
蒔
麟
で

（
繊
叢
瞬
温
裏
、
福
毬
館
七
磯
墾
3

▽
叢
鳶
轡

．
簸
撞
黒
叢
鷺
欝
欝

講
撚
叢
繊
濃
斎
講
駐
嘉
場
午
離
瞬
職
一

　
四
十
五
分
集
含
）
、

o
参
加
費
、
無
料
。
三
日
蔚
ま
で
に

　
松
之
山
町
観
光
協
会
鶴
建
詣
（
三

　
コ
…
で
濡
麟
い
．

o
参
舷
麿
淀
ぽ
購
探
講
の
し
戴
膨
鉱

霧
．
懇
ワ
ッ
講
鐘
蒙
壕
、

燦
ン
ト
い
た
し
裏
す
識

車
庫
の
建
築
は

　
国
県
道
あ
る
い
は
、
町
道
に
面
し

て
車
庫
の
建
築
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

県
の
建
築
基
準
条
例
で
は
、
道
路
境

界
線
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
以
上
後
退
し

て
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
建
築
予
定
の
方
は
、
境
界
立
会
い

な
ど
建
設
課
へ
ご
相
談
下
さ
い
。
境

界
立
会
い
な
し
で
道
路
敷
へ
、
は
み

出
し
て
基
礎
を
は
じ
め
、
取
り
こ
わ

し
を
命
じ
ら
れ
た
例
も
あ
り
ま
す
の

で
、
か
な
ら
ず
境
界
の
確
認
を
し
て

下
さ
い
。

　　　　5　　　　月
火19122114
曜日日日日
日＿’＿＿
　木26土土
　）日））

　
　
指
定
休
日

　
　
医
師
都
合

（
木
）
東
川
出
張

　
　
浦
田
出
張

　
　
湯
本
出
張

戸
籍
の
明
暗

ロ
新
婚
さ
ん

四
　
月

□
う
ぶ
声

　
石
塚
良
美
（
田
麦
立
・
昭
の
長
女
）

　
高
橋
佑
介
（
天
水
島
・
君
夫
の
長
男
）

　
樋
口
聡
美
（
中
尾
・
一
次
0
長
女
）

　
丸
林
陽
子
（
湯
之
島
・
量
賢
の
長
女
）

　
高
波
朋
美
（
松
口
・
和
平
の
長
女
）

■
お
く
や
み

　
佐
藤
長
松
㈱
（
曽
根
・
沢
）

　
高
橋
行
隆
㈲
票
天
水
島
・
中
林
）

　
高
橋
ミ
ノ
㈱
（
湯
本
・
大
瀬
町
）

　
村
山
芳
恵
㈱
（
湯
本
・
新
宅
）

　
村
山
繁
政
㈹
（
湯
山
・
万
人
）

　
飯
塚
芳
雄
㈹
（
中
立
山
・
与
善
）

　
池
田
正
道
6
㊦
（
松
之
山
・
池
田
屋
）

　
小
林
豊
一
㈲
（
湯
山
・
豊
坂
屋
）

志
賀
イ
シ
㈱
（
上
蝦
池
・
入
）

幕電東
停

〉5月17日（火）

　午後1時から4時まで

　湯山の一部

〉5月20日（金）

　午前12時から午後4時まで

　中尾

〉5月25日　（水）

　午前9時から12時まで

光間

　午後1時半から午後4時半まで

黒倉、修業者

〉5月26日（木）

　午前9時から午後1時まで

　曽根、上の山、西の前、北浦田、

　新田、湯の島、豊田、坂中、月

　池、中立山、田麦立


